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資料5. 事業事前計画表（基本設計時） 

１．案件名 
 
カプサベット給水事業計画 
 

２．要請の背景 
 
カプサベット市は 1948 年に建設され、1960 年と 80 年に拡張された表流水を水源とする上水道施

設があるが、行政区域内の 33％しかカバーしておらず、施設の老朽化により給水状態は極めて不安
定で、給水を受けている住民は都市部に居住する約 33,000 人のうち約 5,000 人（15％程度）と推測
されている。給水を受けていない住民は、河川水、湧水、雨水等に依存しており、水因性疾患の発
生等が多く生活環境の改善が急務となっていた。 
かかる状況を改善し、給水人口を 47,500 人に引き上げるために「ケ」国政府は我が国に無償資金

協力を要請し、これを受けて我が国は 1993 年に基本設計調査を実施したが、3 点の「ケ」国側負担
事項（下水道建設、組織改善及び予算措置）に係わる協議が合意に達せず、事業の実施に至らなか
った経緯がある。 
この 3 点の課題のうち、下水道整備については 2002 年にケニア国（以下「ケ」国とする）側によ

って整備が完了し、他の課題については 2002 年に施行された「水法」の下で実施体制の整備が進め
られ、カプサベット市はビクトリア湖北部水サービス委員会（Lake Victoria North Water Supply Board, 
LVNWSB）の管轄下となり、実際の給水サービスは 2006 年 12 月に設立されたカプサベットナンデ
ィ水サービス会社（Kapsabet Nandi Water and Sanitation Company, KNWSC）が、LVNWSB との委託
契約により実施している。このように実施体制が整った状況の中で、「ケ」国政府は改めて我が国
に無償資金協力を要請したものであるが、再要請の内容は施設能力を現有の 10 倍に拡張するという
内容であったため、双方の関係者で協議の結果、カブティエ川を水源とする既存施設の改修・拡張
に協力対象を絞り込むことで合意が得られた。 
本計画の上位計画である「第9次国家開発計画 (2002-2008)」では、農業生産の安定に加え、工

業化や民営事業の促進のためには安定した水の供給が不可欠であるとして、上水道分野における適
切な開発と維持管理の改善を目標の一つに掲げている。 

 
３．プロジェクト全体計画概要 

 
(1) プロジェクト全体計画の目標 
① カプサベット市のプロジェクト対象地域において給水量が増加し、住民に安全な水が安
定的に供給される。 

② 本プロジェクトの裨益人口はカプサベット市の住民 32,500 人(2015 年)である。 
 

(2) プロジェクト全体計画の成果 
① 上水道施設が整備される。 

  
(3) プロジェクト全体計画の主要活動 
① カブティエ川を水源とする取水から導水、浄水、送配水に至る一連の上水道施設を整備

する。 
② 維持管理用機材及び料金請求・会計システム用機材を調達する。 
③ 技術及び事業経営に関するトレーニングを実施する。 
④ 水道事業運営のための人員を配置する。 
⑤ 施設の運転管理を実施する。 
⑥ 健全な事業経営を実施する。 
⑦ 給水管接続工事を実施する。 
 

(4) 投入（インプット） 
 ア 日本側：無償資金協力 20.44 億円 
 イ 相手国側： 

（ア）必要な人員                39 人 
（イ）フェンス・電力引込工事機材        7.8 百万 Kshs  （1Kshs＝1.794 円）
（ウ）給水管接続工事             78.1 百万 Kshs 
（エ）施設・機材の運営・維持管理に係る経費   4.1 百万 Kshs 

 
 
(5) 実施体制 
 
 実施機関：ビクトリア湖北部水サービス委員会（LVNWSB） 
 主管官庁：水･灌漑省(MoWI) 
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４．無償資金協力案件の内容 
 
（１）サイト 
ケニア国カプサベット市 
 

（２）概要 
施設 
① 取水堰の改修         既存取水堰（高さ 1.0m、長さ 28.0m）の改修   
② 導水管の敷設        ダクタイル鋳鉄管/uPVC 管、口径 250mm、延長約 0.7km

  ③ 浄水場の建設        計画処理水量：3,800m3/日、着水井/前沈殿池、混和池
及びフロック形成池、沈殿池、急速ろ過池、逆洗水槽、
浄水池、天日乾燥床、薬品注入室、管理棟含む 

④ 送水管の建設        鋼管、口径 250mm、延長約 2.9km 
⑤ 配水池の建設        地上型配水池：1,050m3×1 池、600m3×1 池 
⑥ 配水管の敷設        一次配管：uPVC 管（口径 300～200mm）延長 4.0 km 

二次配管：uPVC 管/鋼管（口径 200～50mm）延長 22.2 km
⑦ 給水管の敷設        各戸接続用の給水管を民地境界まで約 400 ヶ所分敷設

（水道メーター設置を含む民地境界以降は「ケ」国側負
担工事） 

 機材調達 
① 水道メーター機材      量水器 1,700 個、給水管材料（サドル分水栓、止水栓他）

1,300 ヶ所分、穿孔機 2 台。設置は「ケ」国側負担 
② 水道メーター検定装置 
③ 工具 
④ 水質試験器具        濁度計、ｐH 計、残留塩素計、ジャーテスター、ガラス

器具、および実験台等一式 
⑤料金請求・会計システム用機材 サーバー2 台、デスクトップコンピュータ 6 台および関

連機器、基本ソフト(Windows)、料金・会計ソフト
(Dataflex)一式 

 ソフトコンポーネント 
① 施設の運転管理に関するトレーニング 
② 事業経営強化に関するトレーニング 
 

（３）相手国側負担事項  
① フェンス工事（新規浄水場、新規配水池、オフィス配水池） 
③ 電力引込工事（新規浄水場、新規配水池、オフィス配水池） 
③ 検針メーターの設置工事 
④ 給水管接続工事 
⑤ 用地外工事用道路の整備工事 
⑦ 用地取得 
⑧ 車両（ソフトコンポーネント用） 

 
（４）概算事業費 
  概算事業費： 22.05 億円   （無償資金協力：20.44 億円、 ケニア国負担：1.61 億円）
 
（５）工期 
  詳細設計・入札期間を含め約 32.0 ヶ月（予定）  
 
（６）貧困、ジェンダー、環境及び社会面の配慮 
  特になし 
 
５．外部要因リスク 
 

・カプサベット市の人口が著しく増加しない。 

 
６．過去の類似案件からの教訓の活用 
 

  ・メルー市給水計画において成果のあった無収水対策の事例、および施設運転維持管理マ
ニュアルをソフトコンポーネントにおいて活用する。 
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７．プロジェクト全体計画の事後評価に係る提案 
 
（１） プロジェクト全体計画の目標達成を示す成果指標： 
 
・ カプサベット市の給水能力が現在の約 620 m3/日から 3,600 m3/日に増加する。 
・ 水道にアクセス可能な戸数が現在の 340 件から 6,500 件に増加する。 
・ 給水可能な人口が現在の 5,000 人から 32,500 人に増加する。 
・ 料金収入が増加する。 
・ メーター設置により適切な料金請求ができ、事業経営が安定する。 

 
事 項 2006 年* 

（本プロジェクト実施前） 
2011 年 

（本プロジェクト実施後）

給水区域内人口 33,000 人 41,400 人 
給水件数 340 件(1,120 件) ** 6,500 件分 
給水人口 5,000 人 32,500 人分 
給水能力 620 m3/日 3,600 m3/日 

  * 出典：”Kapsabet Water Supply Rehabilitation and Augmentation, Volume 2 Main Report, Feb. 2006”, MoWI 
** （）内は給水登録件数 
 
（２）その他の成果指標 
・水道施設の整備により時間給水が解消される。 
・料金請求・会計システムの構築により適切な事業運営ができる。 

 
（３）評価のタイミング 
   2011 年以降。（協力対象施設が竣工し、先方に引渡された後） 
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資料 7. 参考資料／入手資料リスト 

資料 7-1 当該国の社会経済状況 

国名 ケニア共和国

Republic of Kenya

一般指標

政体 共和国 *1 首都 ナイロビ（Nairobi） *1

元首 大統領/ムワイ・キバキ *1 主要都市名 モンバサ *3

（Mwai KIBAKI） 失業率 不明 *6

独立年月日・旧宗主国 1963年12月12日・英国 *3,4 義務教育年数 8年間（8/4/4制） *11

主要民族/部族名 キユク人、ルヒヤ人、カレンジ人、ルオ人等 *1,3 初等教育就学率 97.7％（2000年） *6

主要言語 スワヒリ語、英語 *1,3 成人識字率 73.6％（2004年） *9

宗教 キリスト教、イスラム教、伝統宗教 *1,3 人口密度 59人/Km2（2005年） *6

国連加盟年 1963年12月16日 *10 人口増加率 2.3％（2004－2005年） *6

世銀加盟年 1964年 *7 平均寿命 49.0歳 *6

IMF加盟年 1964年 *8 5歳児未満死亡率 120人（1000人当り）       （2005年） *6

国土面積 580.4千Km2(日本の約1.5倍) *1,6

総人口 34.3百万人（2005年） *6

経済指標

通貨単位 ケニア・シリング(Kshs) *3 貿易額 7,250百万ドル(2004年) *1

為替レート 1US$ = 66.95 Kshs　　　（2007年5月）*1 輸出 2,693百万ドル *1

会計年度 1月1日～12月31日 *6 輸入 4,553百万ドル *1

国家予算 貿易収支 -1,860百万ドル *1

歳入総額     43,744百万Kshs      (1990年) *9 主要輸出品目 紅茶、園芸作物、コーヒー *1

歳出総額 主要輸入品目 機械、石油製品、自動車、食用油 *1

総合収支 日本への輸出 3,472百万ドル（2002年） *1

ODA受取額 　 　　　768.3百万ドル　　　　（2005年）*6 日本からの輸入 20,884百万ドル（2002年） *1

国内総生産（GDP) 　　　　　21,200百万ドル　　　(2006年)*6

一人当りのGNI 　　　　　580.0ドル　　　　 　　 （2006年*6 総国際準備

分野別GDP 農業　　　　　27.9％　　　　　 （2006年 *6 対外債務残高 5,500百万ドル（2005年） *6

鉱工業　　　 17.4％           （2006年）*6 対外債務返済率（DSR） 2.3％（2004年） *9

ｻｰﾋﾞｽ業     54.8％           （2006年）*6 インフレ率 5.8％（2005年） *6

産業別雇用 農業　　   　％          （       年） (GDPデフレーター)

鉱工業　　　 ％         （       年）

ｻｰﾋﾞｽ業     ％         （       年） 国家開発計画 第9次国家開発計画(2002-2008) *12

経済成長率               4.3％       （2004年） *9

 
気象　（    年～    年の平均）　　観測地：ナイロビ（南緯1度19分、東経36度55分、標高1,624ｍ） *4,5

月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 平均/計

降水量(mm) 39.9 48.3 68.6 152.9 107.5 26.5 12.4 13.3 23.6 43.8 121.2 79.6 737.6

平均気温(℃) 19.3 20.1 20.5 20.2 19.1 17.7 16.9 17.2 18.5 19.7 19.3 19.1 19.0

平均湿度（%） 70 66 67 74 77 77.0 78 74 70 68 76 74 72

*1 各国概況（外務省） 

*2 世界の国々一覧表（外務省）

*3 世界年鑑2002（共同通信社）

*4 最新世界各国要覧10改訂版（東京書籍）

*5 理科年表2000（国立天文台編）

*6 World Development Indicators Database April 2007 (WB)

*7 IBRD Membership List(WB)

*8 World Economic Outlook (IMF)

*9 政府開発援助（ODA）国別データブック2006（国際協力推進協会） 

*10 United Nations Member States

*11 Statistical Yearbook 1999(UNESCO)

*12 JICA資料  
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国名 ケニア共和国

Rebublic of Kenya

我が国におけるODAの実績 *9

項目            年度 2002 2003 2004 2005

技術協力 29.57 30.35 33.69 30.09

無償資金協力 10.49 13.73 20.16 28.59

有償資金協力 - 105.54 - -

総額 40.06 149.62 53.85 58.68

当該国に対する我が国ODAの実績 *9

項目           暦年 2002 2003 2004 2005

技術協力 27.69 26.14 26.63 29.94

無償資金協力 28.52 17.19 14.36 23.39

有償資金協力 -38.86 -49.92 29.90 5.56

総額 17.35 -6.59 70.89 58.89

当該国に対する諸外国の経済協力実績 *9

暦年 2001 2002 2003 2004

1位 英国              55.1 米国             102.4 米国             111.2 米国             140.9

2位 日本               66.9 日本              46.7 英国               54.4英国               79.4日本               70.9

3位 米国              43.4 ドイツ              27.1ドイツ              35.4英国               45.8

4位 ドイツ             32.5 フランス           17.6スウェーデン    25.6ドイツ              41.7

5位 オランダ          23.1日本              17.4 フランス           20.5フランス           32.2

うち日本 46.7 17.4 -6.6 70.9

合計 270.5 288.1 320.3 469.5

当該国に対する国際機関の経済協力実績 *9

暦年 2001 2002 2003 2004

1位 IDA               80.9 CEC              33.0 IDA              103.4 CEC              62.8

2位 CEC              72.7 UNHCR          25.1 UNHCR          24.7 IDA               45.9

3位 UNHCR         22.6 IDA               23.6 CEC              16.7 AfDF             18.1

4位 WFP              17.4 WFP              10.5 IMF               15.4 UNHCR          15.9

5位 AfDF             8.7 UNFPA           4.9 WFP              11.6 WFP               7.4

その他 -14.0 -1.7 20.1 16.4

合計 187.6 95.5 191.9 166.4

援助受入窓口機関 *12

技術協力 Ministry of Finance, External Resources Department

無償 Ministry of Finance, External Resources Department

協力隊 Ministry of Finance, External Resources Department

（DAC集計ベース、支出純額、単位：百万ドル）

CEC               18.6

UNHCR           17.0

UNDP              4.9

29.07

（DAC集計ベース、支出純額、単位：百万ドル）

13.0

214.3

2000

米国               45.9

ドイツ              38.4

英国               73.1

IDA              141.5

WFP              19.4

円借款・無償資金協力年度E/Nベース、技術協力年度経費ベース、　単位：億円）

2001

2001

32.78

48.23

-

81.01

（DAC集計ベース、支出純額、単位：百万ドル）

14.98

2.66

オランダ           14.2

2000

66.9

293.0

46.71
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資料 8-2 水利権 
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資料 8-3 その他水量（生活水以外）の算出 
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資料 8-4 Kabutie River の流量 
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